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□
□
本
市
一
般
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計
か
ら
国
民
健
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保
険
財
政
へ
の
繰
入
額
は
、
平

成
19
年
度
の
約
57
億
円
か
ら
平
成
22
年
度
の

約
21
億
円
へ
と
半
分
以
下
に
削
ら
れ
て
い
る
。

国
保
料
引
き
下
げ
の
た
め
に
、
繰
入
額
を
少

な
く
と
も
平
成
19
年
度
に
戻
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
国
保
制
度
は
、
主
た
る
財
源
を

　
　
　
　
　
保
険
料
と
国
・
県
の
支
出
金
で

賄
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

原
則
ど
お
り
に
保
険
料
を
賦
課
す
る
と
被
保

険
者
の
負
担
が
過
重
と
な
る
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。 

　
繰
入
額
は
、
平
成
20
年
度
の
医
療
制
度
改

革
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
国
保
被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
や
、

老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
本
市
拠
出
金
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
結
果
と
し
て

減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
従
っ
て
、
現
時
点
で
平
成
19
年
度
の
額
に

戻
す
こ
と
は
「
必
要
な
費
用
を
国
・
県
支
出

金
と
保
険
料
で
賄
う
」
と
い
う
制
度
の
原
則

を
逸
脱
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

    

　
　
　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
案
で
事
業
化

　
　
　
　
　
さ
れ
る
重
点
分
野
雇
用
創
造
事 

業
は
、
国
の
補
正
予
算
活
用
の
枠
内
に
と
ど 

ま
っ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
環 

境
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
市
独
自
の
緊
急 

雇
用
創
出
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
本
市
の
雇
用
情
勢
は
、
緩
や
か 

　
　
　
　
　
な
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、 

4
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
0
・
46
倍
と
依
然

と
し
て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
議
会
で
は
、
国
の
事
業
を

活
用
し
、
成
長
分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
る
医

療
や
観
光
等
の
分
野
で
の
雇
用
創
出
や
人
材

育
成
を
実
施
す
る
重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業

の
予
算
案
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
一
方
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
は
、
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
再
就
職
の
た
め

の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
の
実
施
な
ど
、
失
業
者
の
正
規
雇
用
を
支

援
す
る
た
め
の
事
業
を
当
初
予
算
に
計
上
し

て
お
り
、
そ
の
額
は
3
億
4
0
0
0
万
円
で

あ
る
。 

　
今
後
も
、
雇
用
情
勢
の
推
移
を
見
守
り
な

が
ら
、
適
時
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
　
　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
の
社
会
実
験
の
結 

　
　
　
　
　
果
、
4
月
の
北
九
州
都
市
高
速

道
路
の
通
行
量
が
、
前
年
比
で
約
5
％
増
加

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
さ
ら
に
利
用
者
を
増

や
す
た
め
に
、
2
区
間
割
引
や
距
離
に
応
じ

た
割
引
制
度
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
現
在
、
都
市
高
速
の
利
用
促
進 

　
　
　
　
　
を
図
る
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用

者
限
定
で
、
普
通
車
の
１
区
間
の
通
行
料
を
、

4
月
は
1
0
0
円
、
5
月
か
ら
6
月
ま
で
は

2
0
0
円
、
7
月
か
ら
8
月
ま
で
は
3
0
0

円
と
す
る
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
そ
の
結
果
、
4
月
の
１
日
平
均
交
通
量
は

前
年
の
同
時
期
と
比
べ
約
5
％
増
加
し
、
す

べ
て
の
１
区
間
に
お
い
て
も
増
加
と
な
っ
た
。 

　
ま
た
、
一
般
道
路
へ
の
影
響
を
み
る
た
め

に
交
通
量
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
並
行

す
る
道
路
で
減
少
し
て
お
り
、
渋
滞
緩
和
に

一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

　
今
回
の
社
会
実
験
は
8
月
末
ま
で
段
階
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
各
料

金
設
定
に
お
け
る
利
用
状
況
や
採
算
性
を
検

証
の
上
、
国
の
動
向
も
見
な
が
ら
、
県
や
公

社
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
利
用
者
に
と
っ

て
使
い
勝
手
が
良
く
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る

高
速
道
路
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
を
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
に

声
を
か
け
て
受
講
の
機
会
を
作
っ
た
り
、
若

い
世
代
に
受
講
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
平
成
18
年
度
以
来
、
認
知
症
サ

　
　
　
　
　
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
養
成
者
数
は
2
万
人
を

超
え
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
19
の
政
令
市

で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
に
も
積
極

的
に
受
講
を
案
内
し
、
地
域
で
の
講
座
に
は

１
万
2
0
0
0
人
以
上
が
受
講
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
若
い
世
代
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

看
護
や
福
祉
系
の
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校

へ
個
別
訪
問
を
行
い
、
延
べ
17
校
7
0
0
人

以
上
の
学
生
が
受
講
し
て
い
る
。
小
・
中
学

生
に
は
、
分
か
り
や
す
く
認
知
症
を
知
る
た

め
の
副
読
本
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
当
面

は
中
学
校
の
福
祉
協
力
校
10
校
に
受
講
を
お

願
い
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進
は
、

本
市
が
推
進
す
る
認
知
症
対
策
の
土
台
と
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。 

                       

　
　
　
　
　
市
内
に
あ
る
温
水
プ
ー
ル
の
利

　
　
　
　
　
用
時
間
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は 

複
雑
で
分
か
り
づ
ら
い
。
誰
も
が
分
か
り
や 

す
く
、
使
い
や
す
い
利
用
時
間
へ
の
変
更
を 

検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
本
市
に
は
、
新
門
司
、
桃
園
、 

　
　
　
　
　
折
尾
、
若
松
の
4
つ
（
思
永
中 

学
校
は
除
く
）
の
温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
新
門
司
と
桃
園
の
温
水
プ
ー
ル
の

利
用
時
間
は
複
雑
で
、
改
善
す
べ
き
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
新
門
司
と
桃
園
の
利
用
時
間
を
、

ほ
か
の
2
つ
の
プ
ー
ル
に
そ
ろ
え
た
場
合
、

人
件
費
や
維
持
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
現

状
に
比
べ
4
割
近
く
の
コ
ス
ト
増
と
な
る
。 

　
こ
の
た
め
、
直
ち
に
す
べ
て
の
温
水
プ
ー

ル
の
利
用
時
間
を
同
じ
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
今
後
、
利
用
実
態
調
査
を
行
う
な
ど
、

利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
改
善
で
き
る

と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
　
　
昨
年
6
月
議
会
で
、
広
告
事
業

　
　
　
　
　
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
一
層 

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
検
討
を
進
め
て
い
る 

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状 

況
を
尋
ね
る
。 

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
、
「
市
政
だ
よ
り
」 

　
　
　
　
　
な
ど
の
印
刷
物
や
本
庁
舎
の
モ 

ニ
タ
ー
広
告
、
門
司
港
レ
ト
ロ
列
車
へ
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
設
定
等
、
着
実
に
媒
体

を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
18
年

度
か
ら
の
3
年
間
で
、
約
2
億
１
0
0
0
万

円
の
広
告
料
収
入
を
得
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
度
も
新
た
に
、
「
安
全
・
安

心
マ
ッ
プ
」
、
「
防
災
マ
ッ
プ
」
に
広
告
を

掲
載
し
た
ほ
か
、
八
幡
西
区
役
所
庁
舎
で
の

モ
ニ
タ
ー
広
告
や
九
州
厚
生
年
金
会
館
へ
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
設
定
等
を
行
っ
た
。 

　
本
年
度
は
、
若
松
区
役
所
や
小
倉
南
区
役

所
で
の
モ
ニ
タ
ー
広
告
等
に
向
け
準
備
を
進

め
て
お
り
、
ま
た
、
黒
崎
副
都
心
の
「
文
化
・

交
流
拠
点
地
区
」
の
ホ
ー
ル
へ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。 

　
今
後
も
、
市
役
所
内
に
設
置
し
た
「
広
告

事
業
推
進
委
員
会
」
で
新
た
な
広
告
媒
体
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う
な
ど
、
広
告
事
業
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
　
　
現
在
の
母
親
世
代
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
携
帯
電
話
が
一
番
の
情
報
源
だ 

と
考
え
る
が
、
本
市
の
子
育
て
施
策
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
本
市
の
情
報
化
実
態
調
査
に
よ 

　
　
　
　
　
る
と
、
子
育
て
世
代
で
あ
る
20

代
か
ら
40
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率

は
8
割
を
超
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
情
報
提
供
は
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
、
平
成
19
年
よ
り
、
子
育
て
マ
ッ
プ
の

運
用
を
開
始
し
た
。 

　
昨
年
度
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
関
連
情
報

の
動
画
配
信
を
開
始
す
る
な
ど
内
容
の
充
実

に
努
め
、
平
成
22
年
5
月
末
ま
で
に
約

1
8
5
万
件
も
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。 

　
本
年
度
も
、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
子
育

て
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
等
を

自
由
に
交
換
で
き
る
「
（
仮
称
）
子
育
て
掲

示
板
」
の
創
設
等
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
今
後
も
必
要
な
子
育
て
支
援
情
報
が
よ
り

確
実
に
市
民
へ
届
く
よ
う
、
子
育
て
マ
ッ
プ

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
　  

   

　
　
　 

3

＊
子
育
て
マ
ッ
プ 

　
子
育
て
中
の
人
に
、
小
児
救
急
、
保
育

所
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
と
地
図
情
報
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
提
供
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
携
帯
電
話
か
ら
も
利

用
で
き
る
。 

＊ 

議
　
員

保
健
福

祉
局
長
　

市議会の会議の様子を傍聴することができます。問い合わせ先は、市議会事務局総務課（　582ー2621）です。 

国
民
健
康
保
険
料
と

一
般
会
計
繰
入
れ
に
つ
い
て

議
　
員

Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
制
度
の

　
　
さ
ら
な
る
充
実
を
！

議
　
員

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
も
っ
と
広
げ
よ
う
！

企
画
文

化
局
長
　

議
　
員

議
　
員

市
　
長
　

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
時
間
を

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
！

議
　
員

財
　
政

局
　
長

携
帯
電
話
で
子
育
て
支
援

情
報
の
提
供
を
！

広
告
事
業
拡
大
で

　
　
　
財
源
の
確
保
を
！

子
ど
も

家
庭
局
長
　

市
独
自
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
！

議
　
員

産
業
経

済
局
長
　

可決した意見書
　市議会では、市政や市民の皆さんの生活に
かかわりの深い事柄について改善を求める等
のため、意見書の国等への提出や決議を行っ
ています。 
　今定例会では、18件の意見書が提出され、う
ち12件を可決しました。 
　その件名をご紹介します。 

健全な国民健康保険制度の構築を求める意
見書 
小規模グループホームの防火安全対策の強
化を求める意見書 
機能性低血糖症に係る国の取組を求める意
見書 
デイジー教科書の普及の促進を求める意見
書 
未就職新卒者に対する支援の実施を求める
意見書 
Ｂ型肝炎訴訟の早期解決を求める意見書 
国民健康保険に係る国の負担の拡充を求め
る意見書 
雇用情勢の悪化に伴う失業による自殺を防
ぐ対策の充実を求める意見書 
政令指定都市における線引き制度の見直し
を求める意見書 
米の戸別所得補償対策等の見直しを求める
意見書 
口蹄疫から畜産農家の経営を守るための措
置を求める意見書 
ばらまき政策を排し、財政の健全化を求める
意見書 
 

請願・陳情の審議結果

陳情「国民健康保険料の引き下げ等について」
のうち第1項　　　　　　　　　《不採択》
陳情「行政サービスの拡充に関する意見書
の提出について」　　　　　　　《不採択》 
　 
このほか、請願27件、陳情58件が継続審査
になりました。 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

建
築
都

市
局
長
　

認知症サポーター養成講座 

子育てマップ 


